



































































移り、59 年に同助教授、64 年から 66 年にかけての（西）ドイツ留学を経て、


































方を論証する 15。そして、第 3 論文においては、村上が歴史法学の代表者と











































































































精神』（岩波書店、1974 年）である 30。同書が 1970 年代以降における日本
の基礎法学における「国制史」研究に大きな影響を与えたことは、ここで改
めて指摘するまでも無いであろう 31。















































































































































































































































[ マ マ ]
trukturgeschichte）的ゼマンティクの観点から見れば当時の身











みるための道具立ての 1 つなのです 79。
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